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報告 八幡西区革新懇世話人 瀬下幸弘 

 

 ４月２９日（土）、八幡西区革新懇活動

の一環としてフィールドワーク「ハンセ

ン病国立療養所 菊池恵楓園で学ぶ」を開

催、２２人（社会福祉法人職員や民商、

法曹関係の方）が参加しました。 

 往きのバス内では、ハンセン病問題が

初めてなので「知らない世界を一度学ん

でみたい」思いが溢れていました。 

 現地では阿部哲雄さん（入所者）や北

岡秀郎さん（国賠訴訟支援事務局長）ら

が出迎えてくれました。 

 午前中は北岡さんによるスライドとト

ークを聞き学びました。昔は「ライ病」

と呼ばれたハンセン病患者を、明治政府

が病気として治療する道ではなく隔離

（外国人から見えなく）する政策がその

スタートだったことを知り、参加者は驚

きの様子でした。それは日清・日露戦争

に勝利し一等国になったので、野蛮国に

多いライ患者がわが国に存在することは

「国の恥である」と国会で議論されたこ

とです。昭和６年に満州事変が起ると新

たに「癩予防法」ができ、戦争高揚のた

めに「無ライ県（らい患者を県からなく

す）運動」が政府によって奨励されたこ

とや、戦後の更なる「らい予防法」制定

が朝鮮戦争と関わりが深かったことなど

をお話されました。そしてハンセン病問

題の歴史が戦争と法律制定に深く関わっ

ていることをから、いまの国会で論議さ

れている法案も注意が必要ではないかと

暗示しました。 

 午後は、「資料館」「やすらぎ会館」「納

骨堂」などを見学し、最後は阿部智子さ

んのお話です。彼女は３つの句を紹介し
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全国革新懇「三つの共同目標」 
１．日本の経済を国民本位に転換し、暮

らしが豊かになる日本をめざします。 
２．日本国憲法を生かし、自由と人権・民

主主義が発展する日本をめざします。 
３．日米安保条約をなくし、非核・非同盟・ 

中立の平和な日本をめざします。 

今回は、八幡西革新懇活動の一環と

してとりくまれています。フイルド

ワーク「「ハンセン病国立療養所 菊

池恵楓園で学ぶ」の報告を掲載しま

す。 
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ました。 

・囲われて 飛べなくされて 放たれて 

・もういいかい 骨になっても まああ

だよ 

・大空へ 偽名が消えてゆく煙 

 これは、「らい予防法」が廃止され「療

養所を出ていけ」と言われても迎える家

族もふるさともなく、偽名で生かされた

まま、最後に園内で亡くなっても骨さえ

引き取らない。やっと煙となって園を出

ることのできるんだなぁという差別の現

実を詠った句です。 

 安倍さんは「今の政府の動きは、基本

的人権を薄れさせつつあるのではないか

と思う」と言われ、ハンセン病問題から

学び取ったことを、日頃の生活の中で生

かしてくださいと結びました。 

 帰りのバス内で次のような声をいただ

き、生きた人権学習となったようです。 

・隔離の壁、自分だったら…。病気が治

っているのに何故？ 

・見えない壁が今の社会にも続いている。 

・改めて勉強しました。子や孫にも伝え

たい。 

・よかった。具体的なことを何にも知り

ませんでした。 

・現場にきて、歴史などを知り、今の政

治にも騙されまいと思いました。 

・作られた情報に気をつけたい。今日の

ことを胸にとどめたい。 

・胸がいっぱい。人というのは何と愚か

で恐ろしいものか。しかし癒し助け合

うのも人。日常、同じ様な事が沢山あ

るのを感じています。次回も参加した

い。 

 

 

 

 

八幡西革新懇事務局長 嶋 國勝 

 

２０１７年度の八幡西区革新懇・第５回総会を、

５月１３日（土）１４時、黒崎コムシティで開催いた

しました。参加者は約３０名。忙しい中、総会へ

参加いただいたこと、心から感謝申しあげます。 

司会は、世話人の瀬下幸弘さん（キリスト者・９

条の会）です。第１部、第２部とも、暖かく誠実な

進行を心がけていただきました。 

安倍首相は憲法９条第３項に自衛隊を書き込

み、９条改悪を明言しました。その直後の総会と

なり、それだけに「共謀罪」反対、「憲法９条改悪

を許さない！」その意思の再確認、そしてこれか

らの取り組みの決起の場にもなりました。 

 

○第１部 講演  国政報告      

真島省三氏 （衆議院議員） 

 真島議員は、最近の安倍首相の暴走政治の

批判から報告を始めました。 

「安倍政権は、『タガ』が外れている！ 自衛隊を

憲法９条３項に書き込むと明言したが、自民党内

でも矛盾が起きています。石破氏、岸田氏など

疑問を投げかけている。ＮＨＫの調査でも９条改
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悪には８割の方が反対しています。実は、日本

会議のシナリオであったことが判明しました。安

倍首相は、北朝鮮問題を利用している。トランプ

大統領が外交政策強化へと政策変更しているの

に、日本だけが武力による抑止力をと言っていま

す。」と厳しい批判を展開。そして、共謀罪の危

険性と問題点を指摘、安倍政権のモラル崩壊、

原発再稼働への批判、沖縄辺野古基地建設強

行の危険性など、約束の時間（３０分）のなかで、

エネルギッシュに熱弁をふるっていただきました。

忙しいスケジュールのなか、国政報告！本当あ

りがとうございました。真島議員が、八幡西区革

新懇のメンバーであることを誇りに思っています。
質問、意見で、会場からお二人（安永さん、棚次

さん）から発言がありました。 

 

☆講演後、ＤＶＤ「沖縄・辺野古新基地反対」（１

９分間）を上映し、西区革新懇として沖縄県民の

闘いに連帯することを確認しました。（名護共同

センタ―制作ＤＶＤ使用） 

 

○第Ⅱ部 総会 

・開会の挨拶は、司会の瀬下さん。「信教の自

由」について、歴史的な貴重な事実を紹介し

ていただきました。 

①経過報告は嶋、②活動方針は池村さん、③

決算報告・１７年度予算は嶋がそれぞれを報

告・提案をし、その後会場の参加者の全員の

拍手で、すべて承認されました。 

④田中光明市議が、今年度の世話人１３名の

名前を読み上げ提案しました。参加者全員

による再度の拍手で、全員が承認されまし

た。 

⑤最後の閉会挨拶は、世話人の安永氏が行い

ました。挨拶の中で、「歴史の教訓を生かし、８

０代の人が伝える。若い人に通じた時、手をつ

なげる組織となる！」と、世代間の連帯を強調

し、閉会を宣言しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「戦争をさせない・９条壊すな！総がか

り行動実行委員会」と「共謀罪 NO！実

行委員会」は 12 日、共謀罪法案の廃案

を求める１５３ 万４５００ 筆以上の署

名を参議院議長宛に提出しました。 

提出前の記者会見では、「総がかり行動実

行委員会」の福山真劫さんは「市民を監

視し、抑圧する法案は絶対に反対だ」と

廃案を訴えました。岸本啓介さんは、「５ 

月２３ 日の衆議院での可決をきっかけ

に、不満を感じた人びとが街頭で列をつ

くって署名した」と語りました。そして、

「署名は今も届いている。国民は納得し

ておらず、参議院で採決できる状況にな

い」と参議院で強行採決しないように訴

えました。また、共謀罪 NO 実行委員会

☆今年度の八幡西区革新懇の総会を無事終えることができました。ご協力いただいた全ての皆

さまに、心から感謝申しあげます。戦争法廃止、立憲主義を取り戻す、共謀罪反対、憲法９条改

悪阻止、たくさんの課題がありますが、今年度も共に頑張りましょう。 
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として出席した憲法会議の高橋は、全国

各地で署名に取り組んだことで、共謀罪

の問題点が市民に広まって来たこと、国

会の審議で政府の主張が崩れてことを指

摘し、「何としても廃案させたい」と話し

ました。 

記者会見では、署名を集めた２団体の呼

びかけで、１３ 日には日比谷野外音楽堂

で集会とデモが行われる予定であること

を説明し、「何としても、廃案に向けて奮

闘する決意だ」と訴えました。 

憲法会議では他団体とともに街頭での署

名行動等で取り組むとともに、「憲法運

動」「憲法しんぶん」読者に署名を送付し、

協力していただきました。中には、ご自

分でコピーし、数枚送ってくださった方

もいました。ご協力いただいた皆さんに、

事務局として、感謝申し上げます。(憲法

しんぶん速報版２０１７年６月１４日

(木)№７６２号から) 

 

 

 

 

―止めよう！辺野古埋立て共謀罪法案は廃案に！―６・１０国会大包囲 

 全国から18,000人が大結集しました。全国革新懇、

東京革新懇、三多摩革新懇、埼玉・和光革新懇、神

奈川・茅ケ崎革新懇、厚木革新懇などがのぼりをはた

めかせ参加しました。「平和を守れ、憲法守れ」「基地

はいらない辺野古にいらない」「共謀罪は絶対廃案」

の力強いコールが響きました。 

各地で声あげる革新懇 

岩手・花巻革新懇…国会会期末、共謀罪廃案の全

国のたたかいに呼応して、11 日から連日街頭宣伝に

取り組むことを決めました。11 日には、自転車を降り

て宣伝を聞き、拍手を送る人もいました。神奈川・小

田原革新懇…9 日、小田原駅前で宣伝行動。20 人

が参加して、ハンドマイク宣伝、自由法曹団作成チラ

シの配布などにとりくみました。栃木・北那須革新懇…12 日、10 時から 11 時のサイレント行動。那須・広

谷地交差点で「共謀罪ＮＯ！監視社会ＮＯ！」

を訴えました。京都・革新・山科の会…10 日、緊

急宣伝行動。26 人が参加。元気にアピール。 

福島・郡山市革新懇…10 日、郡山駅前宣伝行

動。「国連からも批判を受けている共謀罪法案

絶対廃案」と訴えました。 

(全国革新懇ニュースＦＡＸニュース５８５号 ２０１

７年６月１２日から) 


